
せ
き
の
つ

滋
賀
・関
津
遺
跡

所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
大
津
市
関
津

一
丁
目
地
先

調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
四
年

（平
１６
）
一
一
月
～
二
〇
〇
五
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
】傲
賀
県
教
育
委
員
会

・
⑪
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会

調
査
担
当
者
　
士
口
田
秀
則

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
鎌
倉
時
代
″
室
町
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

関
津
遺
跡
は
、
琵
琶
湖
か
ら
流
れ
出
る
瀬
田
川
沿
い
の
東
側
の
平
野
部
、
田

上
地
区
の
西
南
隅
の
水
田
地
帯
、
大
戸
川
と
の
合
流
点
の
下
流
に
位
置
す
る
。

本
遺
跡
で
は
、
二
〇
〇
三
年

か
ら
県
営
回
場
整
備
事
業
に
伴

う
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
奈
良
時
代
の
掘
立

柱
建
物
と
柵
列
な
ど
が
検
出
さ

ｐ

れ
、
多
量
の
須
恵
器

・
土
師
器

立ロ勅

と
と
も
に
緑
釉
陶
器

・
墨
書
土

潮

器

。
円
面
硯

・
土
馬
な
ど
が
出

土
し
て
お
り
、
田
上
柚
と
の
関

7654321

係
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
掘
立

柱
建
物

・
井
戸

・
土
坑

。
溝
な
ど
も
検
出
し
て
い
る
。

今
回
紹
介
す
る
木
簡
が
出
土
し
た
調
査
は
、
国
道
四
三
二
号
線
の
改
良
工
事

に
伴
う
も
の
で
、
鎌
倉
時
代
の
上
師
器

・
瓦
器
の
皿
や
椀
、
白
磁
や
青
磁
の
椀

な
ど
の
輸
入
陶
磁
な
ど
と
と
も
に
、
呪
符
木
簡

・
黎

・
田
下
駄

・
下
駄
そ
の
他

の
加
工
痕
の
残
る
多
数
の
本
製
品
が
出
土
し
た
。
出
土
し
た
土
層
は
、
暗
茶
褐

色
の
粘
質
土

（砂
が
混
じ
る
）
の
遺
物
包
含
層
で
、
章
の
根
な
ど
も
含
ま
れ
て

い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
・爺曜肘
呈
（符錬）
（人面墨書）
酢
酢
剛
酔
酔
〕〕

（刻
書
）

『（［）』

∞
〇
『
×
∞
Ｏ
×
『
　
ｏ
伽
μ

上
端
は
方
頭
で
、
下
端
は
左
右
を
斜
め
に
削
り
先
端
を
水
平
に
カ
ッ
ト
し
て

い
る
。
表
面
は
、
小
刀
な
ど
の
加
工
痕
が
残
る
。
表
面
に
は
、
墨
書
あ
る
い
は

墨
書
痕
が
確
認
で
き
る
が
、
全
体
に
著
し
い
風
化
を
受
け
て
い
る
。
裏
面
に
は
、

墨
書
は
な
く
、
直
径

一
伽
の
円
と
、
そ
の
中
心
に
点
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
表
面

か
ら
み
て
左
寄
り
の
上
下
両
端
に
釘
孔
が
二
個

一
対
で
穿
た
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
何
ら
か
の
転
用
材
が
使
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（吉
田
秀
則
）
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